
令和 5年度 入学者選抜試験問題

一般選抜 令和 5年 1月 29日

数 学 (60分 )

注意事項

1 試験開始の合図があるまで,この問題冊子の中を見てはいけません。

2 この問題冊子は16ペ ージあります。ただし,出題ページは下記のとおりです。

4,5,6,8,10,11ベージ

3 試験中に問題冊子の印刷不鮮明,ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等

に気づいた場合は,手を挙げて監督員に知らせなさい。

4 解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので,その説明と解答用紙の「記

入上の注意」を読み,そ れぞれ正しく記入し,マ ークしなさい。

① 受験番号欄

受験番号を記入し, さらにその下のマーク欄にマークしなさい。正しくマー

クされていない場合は,採点できないことがあります。

② 氏名欄

氏名 。フリガナを記入しなさい。

5 試験開始後30分間および試験終了前 5分間は退出できません。

6 この表紙の受験番号欄に受験番号を記入しなさい。この問題冊子は試験終了後

回収します。

|1 解答上の注意

1 「解答上の注意」が,裏表紙に記載してあるので,この問題冊子を裏返して必
ず読みなさい。ただし,問題冊子を開いてはいけません。

受 験 番 号
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解答上の注意

解答はすべて解答用紙の所定の欄|に マークしなさい。

などには 特に指示がない限り,数字 (0～ 9),
問題の文中の ア イ ウ

符号 (― , 土), 自然対数の底 (θ)の いずれかが入 りま

つが, これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用紙のア,イ ,ウ ,・ で̈示

された解答欄にマークして答えなさい。

なお,解答用紙に 4つある解答欄の左肩の数字は,それぞれ大間の番号を表します。

例 1 アイウ に -83と 答えたいとき。

４
‥
‥ ― ± 0 1 2 3 456789θ
ア

∩
）

∩
）

イ O ⑥ ⑥

ウ OO⑨ ① ② l④ ③ ⑥ ⑦ 嘔

分数形で解答する場合は,既約分数で答えなさい。符号は分子につけ,分母につけて

はいけません。

エ オ ―
=と

答えたいときは,t生 として答えなさい。例 2

す。ア,イ ,ウ ,。 の̈一つ一

に

カ

４
‥
‥

解  答  欄
― 量=0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 θ

工 l③ ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ②
オ OO③ ① ② ③ l⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ②
力 OO⑨ ① ② ③ ① l⑥ ① ③ ⑨ ②
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(問題は次ページから始まる)
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下の図のようなAB=30cm,AD=10cmの 長方形 ABCDの周上を点 Pと 点 Q

が次のような規則で動く。点 Pは頂点 Dを 出発し頂点D,C,B,A,D,C,・ ……

の順に周上を回り続ける。点 Qは点Pが頂点 Dを 出発してから4秒後に頂点Aを 出

発し,頂点A,B,C,D,A,B,・ ・・…の順に周上を回り続ける。点 Pと 点 Qの周

上での速さはそれぞれ毎秒 5cm,毎秒 4cmである。点Pが頂点 Dを 出発する時刻を

時刻 0秒 とする。

― Q A

C ←―P D

(1)点 Pが χ回目に頂点 Cに到達する時刻は

ア イ

B

である。また,点 Qが y回 目に頂点Cに到達する時刻は

オ カ

χ ―

y一

α ―

ウエ (秒 )

(秒 )

ケ b=1

である。

(2)あ る時刻で点Pと 点Qが頂点C上でちょうど互いにすれ違っているとする。2点

P,Qが動きはじめてからその時刻に頂点Cへ到達するのは,それぞれちょうど

α回日,b回 目であった。このとき

が成立する。

キ

ク
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(3)点 P,Qが 1回 目に頂点Cで互いにすれ違うのは時刻 コ サ 秒であり,6回 目

に頂点 Cで互いにすれ違うのは時刻 シスセ 秒である。

また,点 P,Qは 1回 目に頂点Cで互いにすれ違ってから,それぞれ長方形ABCD
を ソ 周 , 周するたびに頂点Cで互いにすれ違う。タ
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正の数からなる数列 lα″|は ,すべての正の整数 ηについて

10g2(α l・ α2・ α3……・・α″)=~2η 3+49+log2α
″
2

を満たしている。

log102=0.3010,log103=0.4771と する。

(1)b″ =10g2α″とおくとき,わ″+1を b″ を用いて表すと

b′ +1=

である。

ア b″ 十

オ

π
2+

カ キ

工 ①η +

/(η )=αη2+βη+γ (α ,β,γ は定数)と する。

ノ(η +1)= ア /(η)+ η
2+

が ηについての恒等式となるようなα,β,γ の値を求めると

η + 工

α =― ,β =― ク ケ

である。

① ―② より,数列 lb″ ―ノ(η )|は等比数列になる。よって,数列 |ろ″|の一般項

島は

コ
″ ―

□ _ π
2_

カ キ クケ
′
θ サ η ―

となる。

(2)b′ が最小となる %の値は

″ ス

である。

また,α″の最小値は 2

テ ト

セ ただし ス
/

ヽ セ

であり,2 ソタチツ を小数で表 したとき,小数第

位に初めて 0でない数 ナ が現れる。

イ ウ

イ ウ

オ
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(下 書 き 用 紙)

数学の試験問題は次に続 く。
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ク _ τ

□
′を虚数単位とする。複素数 zに対して

"=元 I北ァ
とおく。

(1)複素数平面において,ω が実数となる点 zの描 く図形は,中心が

占 ア

工

+

(2)複素数平面において,lω +11=2を満たすような点zの描く図形は,中心が

占 J,半径 コ の円である。この円をε2と する。
ケ

(3)点 zが (2)の c全体を動くとき,複素数αに対して,点 z+α が描く図形をθ3と

する。(1)の Qと θ3が共有点をもたないのは,点 αが

サ シ

占 + ′を中心とする半径 の円の内部, または
ス

チ ツ ナ

占 Jを 中心とする半径+

′,半径 の円である。この円を θlと する。

ソ

の円の外部
ヌア

にあるときである。

イ

ウ オ

カ ク

キ

セ

タ

」
Ｐ
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数学の試験問題は次に続 く。

(下 書 き 用 紙 )
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′
４ 0を原点とする座標空間内に,底面の円の半径が 1で高さが 1の 円柱

θ:χ
2+ノ2≦ 1,0≦ z≦ 1

がある。η 平面上の直線y=―
す

(z=0)を 含み,点 (0,1,1)を通る平面をαと

する。平面αで円柱 θを2つの立体に分けるとき,点 (0,1,0)を 含む方の立体をK

とする。また,円柱 θの側面と平面αとの交線 (円柱 θの側面と平面αとの共通部分)

をLと する。

曲線 L上に点 Pを とる。円χ2+ノ2=1(z=0)上の点 Qを線分PQが χァ平面に

垂直となるような点とする。ただし,点 Pが χノ平面上にあるときは,点 Qは点 Pと

同じ点であるとする。点Pの 夕座標が′であるとき,線分 PQの長さを′を用いて

表すと

ア

PQ
工

である。

ι+

(
による切断面の面積を S(′)と すると

ヽ
1

1

/
(1)立体 Kの平面夕=ι

オ

S(′)=

_三_≦ ′≦ 1
2

ι+ ケ
コ

― ′

であり,立体 Kの体積を yと すると

y=
サ ス

セ

である。

+ π

ウ

イ

キ

カ ク

ンヽ
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(2)A

~       1

/0

//旦 '~21   
。

 ヽ `ぅ

弧AQの長さをθとする。 のとき,線分PQの長さをθを用いて表すと

チ 7~

 ヽ                              ■

0)と し,円χ2+ノ =1(2=0)の 夕≧―サの部分における

ソ ヽ

ノ
十PQ sln θ π

｀
ソ

である。

したがって,円柱の側面のうち,円χ2+ノ =1(z=0)のノ≧―すの部分と
んで囲まれた部分の面積を ″ とすると

ナ

7= 十 π

ヌ

である。

タ
ｋ

ト

不

ノ
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